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主な調査結果の概要 

 
アフ島、カウアイ島、マウイ島、モロカイ島において、化学・バイオテクノロジー企業であるモンサント社、シンジェンタ

社、デュポンパイオニア社、ダウケミカル社、BASF 社は主要農地を購入してきました。これは、ハワイ諸島が本土から離

れている点と一年中栽培に適した気候である点を利用して、多量の農薬に耐えられる遺伝子組み換え（GE）作物の実地試験

を実施するためです。 

 

 

レポートの詳細にあるとおり、ハワイ諸島では、多量の農薬が使用される GE 作物によって３つの重要な

問題が発生しています。それは、農薬にさらされた人々の健康への影響、自然の生物多様性に対する脅威、

ハワイ諸島の人々の食物自給の問題です。 

 

ハワイの地域社会と環境へ農薬がおよぼすリスクと影響の詳細な分析によって、以下の調査結果が明らかになり

ました。 

 

ハワイにおける種子産業の歩み 

❖ 1987年以降、ハワイでは、他のどの州よりも多くの実地試験（3,243回）が実施されました。2014年だけで、

ハワイでは 178種の GE作物実地試験が 1,381か所で実施されたのです（カリフォルニア州では 175か所のみ

でした）。 

❖ ハワイの面積は小さいので、他の州と比べて非常に高い密度で実地試験が実施されています。その結果、

ハワイの人々は、他のどの州の人々よりも実地試験場所の近くに住むことになり、農薬ドリフトのリスク

は高くなります。 

❖ 種子産業が占める面積（24,700 エーカー）はサトウキビやパイナップルを除く作物の栽培総面積（34,400 エーカー）

の 72％を占めています。 

❖ 試験を実施した大部分（91％）の作物はトウモロコシと大豆で、パパイアやバナナのようなニッチ作物ではありま

せんでした。 

❖ 過去５年間にハワイで最も多く試験された GE作物の形質は、除草剤抵抗性でした。つまり、ハワイで遺伝子組み

換えがなされている作物は、概して、非常に高い除草剤抵抗性をもっているのです。 

❖ 種子産業はハワイ経済の柱であるという主張があります。しかし、2012年の種子産業における労働者は 1,397

人で、これはハワイの全雇用の 0.23％に過ぎないのです。 

 

農薬の使用 

❖ デュポンパイオニア社は 2007年から 2012年の間に、カウアイ島で、63種の活性成分を含んだ 90種の農薬製剤

を使いました。同社は、この期間の日数の３分の２（65％）に散布を行い、平均して一日あたり 8.3から 16種

の農薬を使いました。 

❖ 使用頻度が３番目に高い農薬は、最も有毒なものの一つである、クロルピリホスのような有機リン殺虫剤です。

この農薬は年平均で 91日散布されました。 

❖ 使用制限付農薬（RUP）のカウアイ島での売上データは、2010 年から 2012年にかけて、18種の活性成分を

含む 22種の RUPが農業で使用されたことを示しています。 
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❖ RUP 活性成分は重量ベースで 81％がトウモロコシに使用され、コーヒーには 19％が使用されました。観賞

植物、大豆、サトウキビ、トマト、芝などに使われた量はごくわずかでした。 

 
農薬が引き起こす深刻な健康問題 

❖ 一般的に、農家、農業労働者、妊婦、子供が最もおおきなリスクにさらされます。農家の人々は一般人よりも多く農薬に

さらされます。さらに、子供は大人に比べて、有害な農薬から影響を受けやすいのです。 

❖ 米国小児科学会は、近年、「農薬にさらされる子供たち」という重要なレポートを公表しました。これは 195

の医学研究を概観したもので、農薬が小児がん、神経行動障害、認知障害、出生時異常、ぜんそくと関連して

いるという懸念を示しています。 

❖ また、成人においては、非ホジキンリンパ腫、膀胱がん、大腸がん、パーキンソン病、うつ病、ホルモン・内

分泌機能の異常と農薬の関連性が指摘されています。 

 
健康リスクに対処するために必要な規制 

環境保護局（EPA）が我々を農薬の有害性から保護してくれると信じたいものですが、そうではないこともありま

す。 

❖ たとえ農薬製剤の中の「不活性成分」がそれ自体有毒である可能性がある、もしくは活性成分の毒性を増す

可能性があるとしても、EPAは農薬製品の活性成分の観点からのみ、安全性試験の実施を要求しています。 

❖ 農薬ドリフトから健康と環境を保護する試みとして、EPAは 2001年に農薬表示の改善を提案しましたが、

これはいまだに確定も実施もされておらず、成功したとはいえません。 

❖ EPA は 2000 年に、特に子供たちを保護するために、住宅地での有毒な殺虫剤クロルピリホスの使用を段階的に廃止し始めま

した。それでも、外気中のクロルピリホス濃度は農業地域で健康基準を上回っており、地方の子供たちはいまだに危険にさ

らされています。 

❖ 2014年、少なくとも 9つの州が、農薬の影響を受けやすい地域（学校、病院や公園など）のまわりで散布禁

止緩衝地帯を設定しました。また、11の州が学校の近くで農薬を使用する際の通知義務を定めました。この

ような政策的措置が取られているということは、農薬ドリフトがもたらす深刻な健康への脅威について認識

が高まっていることを示しています。 

❖ ハワイの３つの郡の人々は、農業を規制し、住民の福祉を実現し、公的資源を保護する義務を果たすために、郡の権

限で地方自治体が行動を起こすよう要求しました。 

 

雇用と経済への貢献が小さいにも関わらず、ハワイの農薬・種子産業は広大な主要農地を占有しています。ハワ

イでは食料自給率がかつてないほど低下しているのにもかかわらず、です。GE 種トウモロコシの実験と生産は、

有毒な農業用化学物質を一年中高い頻度で大量に使用します。農薬ドリフトによって、公衆衛生とハワイの素晴

らしい生物多様性が脅かされています。賢明で理にかなった規制（例えば学校のまわりの散布禁止緩衝地帯）を

法制化することによって、ハワイの州当局は、農薬・種子企業の無責任な行動から市民を保護しなければなりま

せん。長い目で見ると、GE種トウモロコシ生産の継続的な拡大を支持するよりも、持続可能な地方食糧生産を

増加させる方向へと州の農業政策を転換しなければなりません。それが、低下し続けているハワイの食の安全を

取り戻す唯一の現実的な手段なのです。
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第Ⅰ部: 
ハワイにおける農薬と GE 種子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
はじめに 

 

０１３年の１１月、何千人もの人々がカウアイ島をデモ行進し、化学・種子

企業に対して、散布する農薬の量、場所、頻度を明らかにし、家、学校、病

院、水路など影響を受けやすい地域周辺に設けられた適切な散布禁止緩衝地

帯を遵守するよう求める条令案への支持を表明しました。ハワイ島では同年、

郡議会が新しい GE 作物の栽培と屋外でのテストを禁止するとともに、農家とハワイ住

民、土地、環境を GE 作物および関連する農薬ドリフトの影響から保護するための条令

13-121 を通過させました。2014 年、マウイの郡は、会社資金による環境および人体へ

の影響評価の間、GE 作物の生産に対する一時禁止令を出しました。これらの歴史的な

行動は、ハワイ州各地における多国籍、化学・種子企業の無責任な行動から市民（特

に子供たち）を保護する地域社会による力強い運動の広まりです。 

 
このような政策と選挙の勝利にもかかわらず、なぜそれほど多くのハワイの人々が GE

種トウモロコシ産業の強い規制を要求するのかについて、いまだに戸惑う政策担当者

もいます。 

 

2013 年の 11 月、何千人

もの人々がカウアイ島

をデモ行進し、化学・

種子企業に対して、散

布する農薬の量、場所、

頻度を明らかにし、家、

学校、病院、水路など

影響を受けやすい地域

周辺に設けられた適切

な散布禁止緩衝地帯を

遵守するよう求める条

令案への支持を表明し

ました。 
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西暦 500 年から 700 年に

かけて、ポリネシア人が

最初にハワイに定住しま

した。続く千年の間、ハ

ワイ人は洗練された農業

システムと方法を発達さ

せ、孤島ゆえの苦難に対

応し、急速に増大する人

口に必要な食物をすべて

まかなっていました。 

 

 
 

 

 
このレポートでは、この戸惑いを分析していこうと思います。最初に、種子産業が台

頭した歴史的・経済的背景、ハワイの農業と経済における役割、この産業の急速な拡

大によってどのように食の安全性が失われてきたかを説明します。次に、ハワイにお

ける種子産業を特徴づける、GE 作物の実地試験と農薬使用の実態について詳しく説明

します。そして、ハワイでの農薬の有毒性を物語るエピソードと、農薬による健康や

環境への幅広い影響について報告します。最後に、極めて不十分な連邦規則と、対応

する州と郡による一連の発議について述べます。この報告書が示す科学的調査は、ハ

ワイの種トウモロコシ産業で多用される農薬が健康と環境を脅かすことをはっきりと

示しています。ハワイの市民（特に子供たち）を有害な農薬から保護し、ハワイの食

糧生産と食の安全性を高めるための取り組みを支持していただけると嬉しく思います。 

 
持続可能な農業から栽培農業への移行 

西暦 500 年から 700 年にかけて、ポリネシア人が最初にハワイに定住しました。続く千

年の間、ハワイ人は洗練された農業システムと方法を発達させ、孤島ゆえの苦難に対応

し、急速に増大する人口に必要な食物をすべてまかなっていました。ハワイでは千年に

わたって持続可能な農業生産が行われており、養殖魚池（ロコ・イア）から灌漑された

タロイモ畑（ロイ・コロ）まで存在していました。 

ハ
ワ
イ
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そこでは、その土地の資源のみで繁栄できたのです。土地、水、漁業資源を地域社会

の中で公平に割り当てるアフプアア土地管理システムというものがあり、このシステ

ムを通じて、ハワイの農業は社会的にも持続可能でした。この自足時給の時代、数十

万人から 100 万人ものハワイ人が、実質的に、自身の食物、衣類、住居、薬をすべて

生産していました（Bushnell 1993, Dye 1994）。 

 
1778 年にキャプテン・クックが到着すると、新しい時代が始まりました。1848 年、共

同社会の土地管理システムは私有財産制に移行し、主にハワイ人から欧米人へと土地

が移されていきました。欧米人の多くは、拡大している砂糖産業に従事していました。

このような土地の移行によって、自給自足のための食物の生産から、輸出用サトウキ

ビ、パイナップルの大規模栽培へと、ハワイの農業は劇的に変化しました。輸出品の

生産のために使われる土地は、もちろんハワイで必要とされる食物を生産するために

利用することはできません。こうして食料品の輸入が急増します。1934 年から 1936 年

までには、ハワイの食料自給率はわずか 37％になりました。2010 年までには、歴史的

な低水準と考えられる 11.6％にまで急落しました（Loke and Leung 2013）。 

 
種子作物産業の登場とハワイの食の安全性の低下 

ハワイは種子作物（特にトウモロコシ）生産の中心地になりました。種子作物は、食物、

飼料、バイオ燃料のためというよりはむしろ、育種や農家の苗生産のために栽培されま

した。1966 年には、モロカイ島でトウモロコシの占める面積は 5 エーカーであったのが、

種子産業は、主要農地のおよそ 25,000 エーカーを占めるようになりました。これは、サ

トウキビやパイナップルを除く作物の総面積である 34,400 エーカーの 72％に相当します

（表 1）。種子企業にとって、ハワイの最大の魅力は、年間を通じて生育適期なので一年

に複数の作物を栽培できることです。 

1848 年に、共同社会の

土地管理システムは、

私有財産体制に移行し

ていきます。主にハワ

イ人から欧米人へ土地

が移されていきました。

欧米人の多くは、拡大

している砂糖産業のメ

ンバーでした。

 
 

 

表 1: ハワイにおける種子作物栽培のために使用される土地 

企業名 所有または貸出している土地 島 

モンサント社 8,480 モロカイ島、マウイ島、オアフ島 

デュポンパイオニア社 7,644 カウアイ島、オアフ島 

ダウケミカル社 4,060 モロカイ島、カウアイ島 

シンジェンタ社 3,675 カウアイ島、オアフ島 

BASF 社 1,175 カウアイ島 

合計 25,034 

 

出典: ホノルル、カウアイ、マウイの不動産調査部門 ウェブサイト 2015. こちらの URLで見ることができます: 

http://qpublic9.qpublic.net/hi_maui_search.php; http: qpublic9.qpublic.net/ga_search_dw.php?county=hi_kauai;  

http://www.qpublic.net/hi/honolulu/search.html 

http://www.qpublic.net/hi/honolulu/search.html
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パイナップル産業と砂糖

産業が放棄した土地を使

い、ハワイ州は種子産業

の拡大を積極的に促進し

ました。例えば、アグリ

ビジネス開発株式会社は、

カウアイ島で農業化学の

多国籍企業がサトウキビ

畑だった土地の権利を得

るのを援助しました 

世界の種子企業は 1980年代と 1990年代に農

業化学系の企業に買収され、ハワイの種子産

業は従来の形から、遺伝子組み換え種子へと

急速に移行しました。今日、農薬・種子のコ

ングロマリット 1
6 社のうち、5 社はカウアイ

島、オアフ島、マウイ島、モロカイ島で主に

GE 種トウモロコシを栽培しています。その

多くは除草剤に対する抵抗性をもつように遺

伝子組み換えが行われています 2。 

 
パイナップル産業と砂糖産業が放棄した土地を使い、ハワイ州は種子産業の拡大を積極的に

促進しました。例えば、アグリビジネス開発株式会社（1994 年、ハワイ州農務省の機関と

して設立）は、カウアイ島で農業化学の多国籍企業がサトウキビ畑だった土地の権利を得る

のを援助しました（Eng 2012）。ここである重要な疑問が発生します。種子産業をハワイ

州が促進したことは、ハワイの農業と経済にとって、本当に良かったのでしょうか？あるい

は、より多くの利益をもたらしたであろう他の選択肢を排除してしまったのでしょうか？こ

のような疑問について、雇用と経済への貢献、土地使用と食の安全性という観点から考えて

いきます。 

 
雇用と経済への貢献 

ハワイの農業雇用は 1990 年以降、32%低下し、現在ではハワイの雇用の 1.06％にすぎ

ません。これはアメリカの平均より 27％低い水準です。種子産業による雇用はわずか

1,397 人、ハワイの労働人口の 0.23%であり、435 種ある仕事のうちの 1 つにすぎませ

ん（Loudat and Kasturi 2013, HDBEDT 2013）。このうち、ほぼ半分（43%）の人はパー

トタイムで、家族を養うにはあまりに収入が少ないと考えられます（Loudat and Kasturi 

2009）。経済への影響はどうでしょうか？急成長している種子産業の「価値」は重要

視されるようになっています（Loudat and Kasturi 2009, 2013）。しかしこの価値は、単

にこれらの企業が GE 種子を大幅に値上げしてアメリカの農家に販売している状況を反

映しているだけなのです（Hubbard 2009）。つまり、まったく喜ばしいことではないの

です。そして、その成長にもかかわらず、国内総生産（GDP）にハワイの種子産業が

占める割合は、わずか 0.18%と見積もられています（HDBEDT 2015）。 

 
土地使用と食の安全性 

種産産業が不当に手中にしている肥沃な土地は、もしハワイの食物生産に利用されるな

らば、食の安全性を高め、経済により貢献し、より多くの雇用を生み出すでしょう。事

実、野菜と果物（パイナップルを除く）の栽培面積が 1990 年代後半から 50%以上減少す

る一方で、種子作物の栽培面積は 1982 年以降 10 倍に増加しました（図１）。その結果、

ハワイは、島々で消費される生鮮食品のうち栽培しているのは 3分の 1のみで、残りの 3

分の 2は輸入しているのです。 
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ハワイのような熱帯の楽園が輸入果実に依存しなけれ

ばならなくなっていることは、間違いなく州の農業政

策の大きな失敗が原因です。そして状況は良くなるど

ころか、さらに悪化しています。事実、ハワイ市場に

おいて現地で生産される生鮮果実の割合は、1990 年か

ら 2008 年の間に 57％から 32％に低下し、約半分にな

っています（図２）。 

 
大規模な農薬・種子企業５社が占有している土地の約

85％は、貸出されています。地主（大規模土地所有者、

または州）は、価値ある農地を、農薬を多用する種子

作物栽培のために積極的に譲渡しているのです。これ

はハワイの食の安全性には一切寄与せず、雇用と経済

にもほとんど貢献しないのです。 

 
見逃しているチャンス 

ハワイ大学の農学者ヘクター・ベレンズエラとモロカイ

島の活動家ウォーター・リッテによると、ハワイ州とハ

ワイ大学は、1990 年代に、かつての栽培農地で小規模の

多様な農業を育成するという約束をなし遂げることがで

きませんでした（Mitra 2014）。新規就農者は、ほとんど

訓練と支援を受けませんでした。その代わりに、当時の

知事ベン・カエタノは、種子産業の更なる拡大を奨励し

たのです。 

 
このような間違った選択によって、ハワイはどんなチャン

スを見逃したのでしょうか？牛肉、豚肉、卵、牛乳、生鮮

果物・野菜のすべての輸入を地元で生産したならば、種子

産業による雇用の 10 倍以上である 14,629 人もの雇用を創

出し、3 億 300 万ドルの所得と、3900 万ドルの州税を生み

出すと見積もられます。ハワイ州に現在輸入されている食

物のほんの 10%を地元で生産するというささやかな目標

を掲げるだけでも、現在海外で使われている 3 億 1300 万

ドルを、地域経済に残すことができるのです。 

図 1: ハワイにおける野菜、果物（パイナップル

は除く）、種子作物の栽培面積 
25 
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出典: ハワイ農業統計  (HASSa 各年). 

 

 

 

 
 

図 2: ハワイ産生鮮果物・野菜が市場に占める割合: 

1990-2008 
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出典: ハワイ農業統計 (HASSb 各年). 

これは、1 億 8800 万ドルの売上、3700 万ドルの所得、600 万ドルの州税、種子産業が雇

用するより 65％多い 2300 人以上の農業雇用を生み出します（Leung and Loke 2008, 

Hawai‘i Food Security 2012）。このような見積もりから、ハワイの食の安全を高めるこ

とは正しいだけでなく、経済的意義をも生み出すことが明らかです。
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ハワイは、遺伝子組み

換え作物の実験の中心地

です。ハワイ州は国内で

最も大規模な GE 作物栽

培農地の貸出をしました。

ハワイ州は、同じく GE

作物が頻繁に試験されて

いる中西部の州よりも面

積が小さいため、実地試

験が実施される密度が非

常に高いのです。 

 

 

ハワイにおける遺伝子組み換え作物 

ハワイは、遺伝子組み換え作物実験の中心地です。ハワイ州は国内で最も大規模な GE 作物

栽培農地の貸出をしました（ISB Locations 2015）。ハワイ州は、同じく GE作物が頻繁に試

験されている中西部の州よりも面積が小さいため、実地試験が実施される密度が非常に高い

のです。例えば、ハワイは、単位面積当たり、イリノイ州の 9.2 倍の GE 作物の農地を貸出

してきました。これは、ハワイの多くの人々が、他の州の人々より実地試験場所に近接して

住んでいることを示しています。 

 
米国農務省（USDA）の動物検疫局（APHIS）が発行する形式的な許可の下で、実験的

な GE作物の農地貸出が実施されます。 
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USDA はかつて、許可を出す前に、国家環境政策法

（NEPA）のもと環境アセスメントを行っていました

が、現在これはほとんど行われていません。実際、最

後にハワイで GE 作物の農地の完全な環境アセスメン

トが行われたのは 1994 年でした（ISB EA 2015）。 

図 3: ハワイにおける GE 作物の実地試験:2010-2014 

 

ハワイで栽培される GE 作物は、本土で栽培される

GE作物と関連があります。GEトウモロコシと大豆

は本土の農地の大部分を占めており、ハワイでは農

地貸出の 91％を占めています。またトウモロコシ

については大豆のほぼ 3 倍の高い頻度で試験が行わ

れています（図 3）。除草剤抵抗性は、本土の GE

作物で最も広く栽培されている形質です。そして、

ハワイで最も広く試験が行われた形質なのです。過去

５年間の 3分の 2以上（68%）の GEの農地貸出と過去

２ 年 間 の 82 ％ の GE の 農 地 貸 出 に は 、
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タバコ 小麦 

除草剤抵抗性作物が含まれていました（ISB Release 

2010-2014）4。栄養成分の強化や病気抵抗性などと美

辞麗句を並べていましたが、農薬・種子企業はそのよ

うな GE 作物に関する実地試験はほとんど実施しませ

ん で し た 。 ま た そ の よ う な GE 作 物 は

                  米 

 
 

出典: ISB 公表 (2010-2014). 

その他 ソルガム 

商業栽培されていないのです（図 4）。 
 

 

 

600 

図 4:ハワイにおける各形質の遺伝子組み換え   

作物の実地試験の許可数:2010-2014 

大規模な農薬・種子企業５社は、過去５年間にハワイ

における GE の実地試験の 97％を実施しました。一方、

公共機関が行ったのはわずか１％です（ISB Release 

2010-2014）。農薬企業がほとんど独占していることは、

GE 作物の開発において除草剤抵抗性という形質が最も

高頻度で試験された理由を示しています。これらの企

業は除草剤の主な製造者であり、HR 形質をもつ遺伝子

組み換え作物が栽培されれば、除草剤の使用は劇的に

増加します。したがって、これらの企業は２つの点で

利益を得ているのです。1 点目は高価な GE 種子、
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です。除草剤抵抗性のトウモロコシ、大豆、綿花だけで、

1996 年 か ら 2011 年 ま で の 16 年 間 に 除
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草剤の使用は 5 億 2700万ポンドも増加しています（Benbrook 2012）。USDA は、GE大豆が一般的に利用さ

れるようになった同期間において、大豆に対する除草剤の使用が 2 倍以上に増加したことを確認しています

（USDA NASS 2014）。最も増加した除草剤はグリホサートで、これはモンサント社のラウンドアップの活

性成分です。この除草剤が、同社の GEラウンドアップ抵抗性作物に使われているのです。 
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ハワイは、農薬会社が

このような抵抗性をも

つ雑草にその場しのぎ

の対応をするための主

要な試験場所です。す

なわち、雑草を枯死さ

せる多数の有毒な除草

剤に対して、少なくと

もしばらくは抵抗性の

ある「次世代」の GE

作物を試験するのです 

抗生物質を過剰に使用すると抵抗性のあるバ

クテリアを育ててしまうのと同様に、グリホ

サートの大量使用によって、グリホサートに

抵抗性をもつ雑草が発生しました。ハワイは、

農薬会社がこのような抵抗性をもつ雑草にそ

の場しのぎの対応をするための主要な試験場

所です。すなわち、雑草を枯死させる多数の

有毒な除草剤に対して、少なくともしばらく

は抵抗性のある「次世代」の GE作物を試験

するのです（Kilman 2010）。 

上述したように、過去 2 年間のハワイの GE 農地貸出の 82％は１つ以上の除草剤に対

して抵抗性のある作物が含まれています。ハワイの許可の 63％は、“企業秘密情報”

（CBI）5 として除草剤抵抗性の形質が隠されているので、未確認の化学物質に対する

GE 作物の抵抗性は試験され続けているということです。主な「次世代」の HR 作物は、

2,4-D（ダウケミカル社）とジカンバ（モンサント社）に対する抵抗性です。そしてグ

リホサートに対する抵抗性も同様に、試験され続けるでしょう（Mortensen et al. 2012）。

USDA は、ハワイで 2,4-D とジカンバの片方もしくは両方に対する抵抗性をもつトウモ

ロコシと大豆の実地試験を実施することに対して複数の許可証を発行しました（ISB 

Release 2010-2014）。このような HR作物が幅広く採用されると、2,4-Dの農薬使用は 3

～7 倍（CFS 2014a）、ジカンバの使用は 11 倍（CFS 2014b）に増加すると予想されて

います。このような作物は、複数の除草剤に対して抵抗性をもつ、よりやっかいな雑

草を生み出します。そして、ハワイの試験場所と本土の両方において除草剤の使用は

ますます増加し、農業は「危機的状況」に追いこまれるのです（Keim 2014）。 

 
しかしながら、除草剤抵抗性 GE作物への除草剤の多用は、ハワイで GE種子作物を栽培

することに伴う化学的脅威の一つにすぎないのです。 

 
GE 種トウモロコシ生産における農薬と肥料の使用 

ハワイの種子作物の大部分は GEトウモロコシです。それは、2011 年に種トウモロコ

シがハワイ州の種子作物産業の「価格」の 95.6％を占めていること（Loudat and Kasturi 

2013）とアメリカ産トウモロコシの 93％が遺伝子組み換えトウモロコシであることの、

２つの事実から分かります。本土で栽培される GEトウモロコシには、化学物質を多用

します。アメリカの農業で使われる除草剤の半分と窒素とリンを含む肥料の半分近く

は、トウモロコシに使われています（USDA ERS 2013, 2014）。栽培される種トウモロ

コシに対していまだに、化学物質が多用されています。なぜなら、育種目的で栽培さ

れる同系交配の品種は、本土の農家が栽培する強い雑種よりも病気や害虫に弱く、生

育力も弱いのです。このような弱点を補うために、種トウモロコシ栽培農家はより多

くの肥料と農薬を使用するのです（Ibid, Rinehold 2011）。ハワイのトウモロコシブリ

ーダーであるジェームズ・ L・ ブリューベーカーは、種トウモロコシ会社が化
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学物質を多用していることについて言及しています。トウモロコシに向いていな

いハワイの土壌を補うために、肥料が多く使用されます。このことは、「地下水

を汚染する硝酸塩が地下に浸出する危険性…深刻な環境問題」を引き起こします

（Brewbaker 2003）。農薬もまた多用されます。これは、農薬会社が育種した温帯

品種は現地の病気と害虫に抵抗性がないからです。病気と害虫への抵抗性をもつ

ハワイのスイートコーン品種を育種したこと（挿入部を参照）で有名なブリュー

ベーカー博士は、次の点で種子産業と正反対の立場を示しています。「そのよう

な高価なものを栽培しようとは思わないし、無農薬で栽培します！」6 ハワイ「固

有の農薬体制（種子産業から強要されているのだが）」は、害虫を抑制する有益

な捕食性昆虫まで殺してしまうのです（Brewbaker 2003, p. 69）。トウモロコシの

種子は農薬で処理されます。栽培中は土壌に殺虫剤を使用します。さらに生育期

間には、殺虫剤と殺菌剤が 5～7日おきに使用されます。 

 

 

抵抗性（…そして食）のための育種  

 

農薬を多用する GE 種トウモロコシ生産の中心地であるハワイが、同時に従来の「無農薬」トウ

モロコシの世界的に主要な育種場所であることは、皮肉なことです。ハワイでトウモロコシの王

様として知られるジェームズ・ブリューベーカー博士は、病気と害虫への素晴らしい抵抗性をも

つ多様なスイートコーン品種を育種してきました。これらの品種はハワイのスイートコーン産業

を救ったとして高い評価を得ており、タイ、オーストラリアなど多くの国々で広く栽培されてい

ます(Salkever 2003)。ハワイ大学は、同様に広範囲の抵抗性をもつトウモロコシ品種を開発しま

した。ブリューベーカー博士の成功の鍵は、農薬企業の行動とは真反対の、殺虫剤と殺菌剤を使

用しない育種です。 

 
「農薬を使用しないことによって、病気と害虫とハワイ産トウモロコシの間で進化が

続きます。現在では、ワイマナロで育種したトウモロコシは、ハワイ諸島に特有の多

くの病気、害虫、ストレスに対しての高い水準の抵抗性をもち、農薬なしで効果的に

生育することが出来ます。」（Brewbaker 2003, p. 4）。 

 
ハワイ大学のブリーダーのジェームズ・C・ギルバートは、類似技術を用いて、トマト、ナス、

枝豆大豆などの作物の抵抗性熱帯品種を育種しました（Brewbaker 2010）。農薬を使用せずに育

種することは、多くの作物の害虫および病気への抵抗性系統を開発するための効果的な手段であ

ることが知られています（Robinson 1996）。殺虫剤と殺菌剤の使用を止めることで、このような

作物を安価に生産できます。こうして、ハワイの農産品は海外の農産品に対して有利に価格競争

できるようになります。農薬を多用する種トウモロコシの栽培をやめて抵抗性の高い作物の栽培

に切り替えることには、多くの利点があります。現地での食品生産を増加させる一方で、健康や

環境への農薬の影響を減らすことができるのです。ブリューベーカー博士と他の人たちの業績は、

このことが望ましい方向であるだけでなく、実現可能であることを示しています。それは、ハワ

イ州政府と大規模な土地所有者が公共の利益のある植物育種を約束し、志の高い農家に適切な財

政的・技術的支援を提供し、農業化学・種子企業への助成金と貸出を取り下げれば、可能となる

のです。 
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図 5:カウアイ島におけるデュポンパイオニア社
の農薬使用:2007-2012  

 

 
 

 

 

 

 

 
出典: Jervis and Smith (2013).統計表はカウアイ島のワイメア近くの種トウモロコシと

GE作物の試験場所における農薬使用実験に関して、デュポンパイオニア社によって公

表されたデータに基づくもの。下記、表 2の一覧表を参照のこと。 

ハワイの GE 種トウモロコシ生産に関連して農薬が多

用されているという確かな報告は、具体的な数字によ

って支持されています。訴訟の中でデュポンパイオニ

ア社から得られた報告によると、2007年から 2012年の

間に、同社一社だけでカウアイ島で 63 種の活性成分 7

を含む 90 種の農薬製剤を使用していたのです（Jervis 

and Smith 2013）。これらの農薬はきわめて高頻度で使

用されていることは、ブリューベーカー博士の上述の

説明と一致しています。またこの 6 年間の 3 分の 2

（65％）の日数で散布を行い、一日平均 8.3 種から 16

種の農薬を使いました（Jervis and Smith 2013）。３番

目に高頻度で使用された農薬もまた最も有毒なものの

一つで、クロルピリホス（下記で言及）のような有機リ

ン 殺 虫 剤 は 、 年 に 平 均 91 日 散 布 さ れ

ました（図 5、表 2 参照）。ダウケミカル社、シンジェンタ社、BASF 社によってさらに農薬

が使用されていることを考慮すると、おそらくカウアイ島では、ほぼ一年中 30 回以上の散布

作業が行われているのです。それらの企業の種子作物農地全体の一部のみで農薬が散布され

ていることを差し引いても、これは農薬の極端な多用を表しています。 
 

 

 

表 2: カウアイ島で使用されているデュポンパイオニア社の農薬一覧 

農薬の種類 農薬の効果 活性成分の例 

 

有機リン系 

ピレスロイド  

有機リン系  

大環状ラクトン  

微生物系  

クロロアセトアニリド 

四級アンモニウム    

ストロビルリン 

カーバメイト 

スルホル尿素

トリアジン 

二コチノイド

コナゾール 

 

除草剤 

殺虫剤  

殺虫剤 

殺虫剤 

殺虫剤 

除草剤 

除草剤 

殺菌剤 

殺虫剤 

除草剤 

除草剤 

殺虫剤  

殺菌剤 

 

グリホサート、グルホシネート   

ペルメトリン, ゼータ-シペルメトリン 

クロロピリホス 

エバーメクチン 

バチルス・チューリンゲンシス  

S-メトラクロル、アラクロール 

パラコートジクロライド      

アゾキシストロビン      

メソミル        

クロロリムロン 

アトラジン  

イミダクロプリド 

プロピコナゾール 

使
用
頻
度
（

1
年
あ
た
り
の
使
用
日
数
）

 

コ
ナ
ゾ
ー
ル 

ネ
オ
ニ
チ
ノ
イ
ド 

ス
ル
ホ
ル
尿
素 

カ
ー
バ
メ
イ
ト 

カ
ー
バ
メ
イ
ト 

ス
ト
ロ
ビ
ル
リ
ン 

四
級
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム 

ク
ロ
ロ
ア
セ
ト
ア
ニ
リ
ド 

微
生
物
系 

大
環
状
ラ
ク
ト
ン 

有
機
リ
ン
系 

ピ
レ
ス
ロ
イ
ド 

有
機
リ
ン
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カウアイ島で使用される農薬に関して他に利用できるデータは、使用制限付農薬（RUP）

のみです。それは、環境保護局（EPA）が指定した、毒性が 1 つ以上の特定の危険基準

を超えている農薬です。8
 

 
カウアイ島での RUP の売上データによると、18 種の活性成分を利用した 22 種の RUP

が 2010 年から 2012 年の間に農業で使用されました。売上が使用量をほぼ反映してい

ると考えると、農業用 RUP の平均 20,801 ポンド（活性成分のみの重量）が、この期間

に毎年使用されました（図 6）。重量ベースで 81％の RUP 活性成分がトウモロコシに、

19％がコーヒーに使用され、観賞植物、大豆、サトウキビ、トマト、芝に使用された

のはわずかな量でした。農業用 RUP を主に使用しているのは、ダウケミカル社（およ

び子会社のアグリジェネティクス）、シンジェンタ社、デュポンパイオニア社、BASF

社、そしてカウアイ島のコーヒー会社です。 

 
農薬の合計使用量は 4 倍に増え、毎年 80,000 ポンドを超えると考えられます。これは、

デュポンパイオニア社が、主な RUP 使用者によって使われる RUP 製品（22 種）の 4

倍もの農薬製品（90 種）を使用しているという事実に基づいています。他のすべての

条件が同じであれば、合計農薬使用量は、RUP よりも、90 割る 22、つまり４倍多いこ

とになります。カウアイ島の条令 960 がない中では、推測することが私たちの唯一の

情報源です。条令 960 はすべての主な RUP 使用者に対して、RUP に限らず、すべての

農薬の使用について報告することを必須とするものです。 

 
GE 種トウモロコシ作業に関連する農薬使用に透明性を求めるカウアイ島市民のために、

2013 年 12 月からいくつかのデータが追加されて利用できるようになりました。カウア

イ島の市長が法案 2491（その後、条令 960 として通過）を拒否した後、5 つの大規模

な RUP使用者（ダウケミカル社、デュポンパイオニア社、シンジェンタ社、 

 

栽培される種トウモロ

コシに対していまだに、

化学物質が多用されて

います。なぜなら、育

種の目的のために栽培

される同系交配の品種

は、本土の農家が栽培

する強い雑種よりも、

病気や害虫に弱く、生

育力も弱いのです。こ

のような弱点を補うた

めに、種トウモロコシ

栽培農家はより多くの

肥料と農薬を使用する

のです 
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図 6:カウアイ島における使用制限付農薬の平

均年間売上:2010-2012 (活性成分重) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典:カウアイ島で 2010年から 2012年に販売された使用制限付農薬による。ス

プレッドシートはカウアイ州議会メンバーであるゲイリー・フーザーから入手。

RUPは、それぞれの農薬毎に EPA認可のラベルに基づいて、活性成分の量（ポン

ド）に変換。「合成ピレスロイド」は、ペルメトリン、テフルトリン、エスフェンバレレート、

ラムダ- シハロトリン、 ゼータ-シペルメトリン、ベータ-シフルトリン、ビフェント

リンなど使用が制限された殺虫剤です。一部の農薬は、他の農薬（非常に低い頻度で

使用されている）より非常に強力なので、使用頻度が低いということは必ずし

も健康または環境への影響に対して懸念が少ないという意味ではありません。

たとえば、メソミルは、人体への高い急性毒性があるカーバメイト殺虫剤です。

BASE社、カウアイ島のコーヒー会社）が自発的にカウ 

アイ島での RUP使用状況をハワイ州農務省に明らかに 

し、あるプログラムがまとめられました。農務 

省はオーウェル風の名前（『カウアイ島良き隣人プログラ 

ム』）の下、これを公表しました。このプログラムはハワイ州 

唯一の RUP使用データのみを公表するもので、農薬が使用 

される場所の詳細は公表されません。下記で議論するデ 

ータは 2014年の 12か月間のものです。 

 
最初に、カウアイ島の種トウモロコシと本土のトウモロコ

シで、10 種の使用制限付殺虫剤（RUI）の使用量を比較

します（USDA NASS 2011）。農薬が使用される面積と使

用量の両方を考慮すると、カウアイ島の種トウモロコシ

農地は、本土のトウモロコシの 17 倍の RUI を使用され

ます。カウアイ島では 0.188 lb./エーカー/年、本土では

0.011 lb./エーカー/年です。0.188lb.／エーカーは多く見え

ないかもしれませんが、RUI がどれほど強力であるかを

考慮すべきです。例えば、ベータ-シフルトリンとラムダ-

シハロトリンは 1 エーカーあたり活性成分が 0.01～0.02 ポ

ンドと、わずかな量が使用されます（ティースプーン約１

～２杯分）。ラベルによると、これらの殺虫剤を誤飲する

と死亡する場合があり、吸引したり、皮膚から吸収され

たりすると有害であるとのことです。また水生生物とハ

チにとって非常に有毒です。RUI 使用の 3 分の 2 を神経毒

の ク ロ ル ピ リ ホ ス が 占 め て い ま す 。

図 7:カウアイ島における使用制限付農

薬の月別使用量: 2014 

RUPなどの農薬が健康と環境に及ぼす影響は下記で述べます。 
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図７は RUP が年間を通して散布されることを示してい

ます。つまり、中西部（中西部ではトウモロコシへの散

布は主に春と初夏の短期間に限定されます）よりも、多

く有害なドリフトが起こりうることを意味します。通常、

RU 除草剤は、春および特に秋に多く使用されます。RU

殺虫剤は冬の数か月（12 月から 2 月）は非常に多く使

用されますが、年間を通して常に使用されます。カウア

イ島で 12月に RU除草剤（Gregg 2006）を、１月に RU

殺虫剤（Leone 2008）を散布するときに起こった、顕

著な農薬ドリフトの事例が 2 例あります。この事例

は、2014 年のデータに基づくとほぼ最大の水準での

使用だったようで、おそらく事故ではないでしょう。 
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出典: カウアイ島の 2014年「良き隣人プログラム」の RUPデータ. 
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第Ⅱ部: 健康と環境への影響 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハワイにおける農薬使用による健康被害に関する報告 

歴史からの教訓 

ワイの農業の歴史を振り返ると、市民は頻繁に有毒な農薬にさらされて

おり、業界と政府が保証する安全性に疑問を抱くのに十分な理由があり

ました。オアフ島のクニアでパイナップル生産に使用されるいくつかの

農薬が危険な水準に達したため、1980年に EPAは飲料 

用井戸を閉鎖し、後にその地域をスーパーファンド（有害産業廃棄物除去基金）サイトと

する決定をしました。その中には、世界の何万人もの農業労働者の間で、不妊症や生殖障

害を引き起こしたことで悪名高いダウケミカル社の線虫駆除剤（DBCP）が含まれていま

した（Gonzalez and Loewenberg 2003）。1982年に、オアフ島の牛乳は、危険なレベルのヘ

プタクロル 9 で汚染されていることが分かりました。またその高いレベルのヘプタクロル

は人間の母乳からも見つかっています（Smith 1982）。このような有毒な農薬は、乳がん

とも関係があるのですが（Allen et al. 1997）、EPAが禁止してから後の 5～6年間ハワイの

パイナップル生産で使われ続けました。 

 

 

 

産業化された食品制度

の真のコストの大部分

は、社会と環境が負担

しています。このよう

なコストには健康の悪

化、地上水・地下水の

汚染、土壌の荒廃と浸

食、生物多様性の減少

などがあり、食品制度

が化学薬品によるその

場しのぎの「解決策」

に依存しているために

生じるのです。 
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第 II 部:  健康と環境への影響 
 

 

 

 

これらのエピソードは、大切な教訓を与えてくれます。1 番目に、

農薬は最初「安全」であるとして承認され、その後何年も使用

した後に危険であることが分かるのです。その時には、既に数

千人もの人が有害な影響を受けています。2 番目に、農薬の毒性

が十分理解された後でさえも、強力な農業権益によって危険な

農薬が市場に出回り続けることがしばしばあります。3 番目に、

ハワイ州当局は農業権益を守るために、農薬による汚染を隠蔽

し明確な健康リスクが存在することを否定していたという歴史

があります（ヘプタクロル汚染など、Smith 1982）。 

 

これらの教訓は、現在においても役立ちます。なぜなら、危

険な農薬は、プランテーションに代わって拡大してきた GE

トウモロコシの農地で、現在でも使用され続けているからで

す。そして、このような使用は、プランテーション時代に農

薬を生み出し、それが安全だと私たちに長い間保証してきた、

まさしくその企業（例えばダウケミカル）によって行われて

いるのです。作物と化学物質の名称は変わっても、ハワイの

人々は、水だけでなく呼吸する空気を通じても、農薬によっ

て脅かされ続けているのです。 

 

 

 
 

 
多くの農薬ド

リフトの被害は報告さ

れていません。ハワイ

には、他の 11 つの州

で確立している「農薬

毒の監視プログラム」

のような制度がありま

せん。 

ハワイにおける農薬ドリフト 

ハワイの地域社会は、GE 種トウモロコシの屋外の作業で生じる農薬ドリフトについて、

正当な懸念を抱いています。カウアイ島のワイミアの学校の先生と生徒が、近接する

種トウモロコシ農地で化学物質が使用された後に病気になった事例が、少なくとも 3

件あります（Leone 2008）。2008 年の事例では、60 人の子供と少なくとも 2 人の先生

が、頭痛、めまい、吐き気、嘔吐を経験しました。また 10 人以上の子供が緊急処置室

で治療を受け、何人かは呼吸困難を起こして吸入器を使用し、1 人は抗嘔吐薬を注射さ

れました。同じく影響を受けた先生は、ハワイ当局とシンジェンタ社から悪臭のある

植物が原因であったと説明されましたが、彼女は悪臭のある植物のにおいをよく知っ

ており、それが原因ではないと明確に否定しました（Leone 2008, Hillyer 2008）。 

 

少なくとも 3 件の似たような事例がオアフ島で報告されています。2007 年には、カフ

ク中等・高等学校の 15 人の生徒が農薬ドリフトによって気分が悪くなり、3 日間の学

級閉鎖が行われました。2008 年には、殺虫剤マラチオンによって、ワイパフのセント

ジョセフ学校の生徒が被害を受けたとの報告があります（Hillyer 2008, Leone 2008）。

2014 年には、強烈な化学物質の臭いが原因で、ケアウホウ小学校の 31 人の生徒と職員

が吐き気、焼けるような目の痛み、息切れ、めまい、のどの痛み、咳を経験し、26 人

が近くの病院へ避難して治療を受けました。消防署はこの臭いを地域で散布されてい

る農薬と関連づけました（Kalani and Fujimori 2014）。そのような症状はすべて 

スターアドバイザー紙—2014年 9月 18日  

農薬の匂いで島の学校が閉鎖、 

50人が病院へ 

ホノルルアドバイザー紙—2001 年 10 月 13 日 

農薬がパホアの生徒を病気に  

ハワイニュースナウ紙—2008 年 

学校での検査によって農薬の 

影響が明らかに 

スターバレティン紙—2008 年 3 月 7 日 

農薬の臭いが パールシティ

の子供たちを病気に 

クプアハワイニュース紙—2006年 4月 13日 

農薬が学校を強制避難に追い込む 
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医者は、カウアイ島西

部で「呼吸器疾患の既

往歴のない患者がほぼ

連日の呼吸器症状を報

告」し、多くの人が好

ましい生活スタイルへ

変えたり薬を服用した

りしているにもかかわ

らず回復しないという

報告を聞き、農薬ドリ

フトについて懸念して

います。 

農薬にさらされた影響として報告されています（AAP 2012、表 2）。 

 
これらの報道は、いくつかの理由のために、実際起きた農薬事件の一部しか伝え

ていないようです。多くの農薬ドリフトの被害は報告されていません（EPA 

2001）。ハワイには、他の 11 州で確立している「農薬毒の監視プログラム」のよ

うな制度がありません（CDC 2014）。そして農薬ドリフトの被害者が治療を受け

たいときにでさえも、多くの医者は農薬毒の影響を識別する訓練が不足している

ため、その事を報告しません（CA PISP Fact Sheet, AAP 2012）。 

 
医者は、カウアイ島西部で「呼吸器疾患の既往歴のない患者のほぼ毎日の呼吸器症状

を報告」し、多くの人が好ましい生活スタイルへ変えたり、薬を服用したりしている

にもかかわらず回復しないという報告を聞き、農薬ドリフトについて懸念しています。

他には、子供たちに鼻血が繰り返し起こることと、皮膚炎が頻繁に起こることなどが

報告されています（Kaua‘i Physicians 2013）。ワイミアの住民は、町に吹き込む「すぐ

に消えてしまう塵」にしばしば悩まされています。町はデュポンパイオニア社の 1,000

エーカーの種トウモロコシ農地の風下にあるのです（上記写真参照）（Jervis and Smith 

2013）。細かい塵は、肺を通過して、気管支炎の原因となることがあり（CCOHS 

2012）、もしその塵が農薬を付着しているならば、さらに有害です（USGS 2003）。 

 

農薬ドリフトが頻繁に起こることは、他の州をみても分かります。1998 年から 2002 年

までに、8 つの州の学校で、農薬への曝露の調査研究を実施したところ、2,593 人が農

薬関連の急性疾患を経験していることが明らかとなりました。詳細な情報が明らかに

されていた 406 の事例のうち、 3 分の 1 近く（ 31％）が、農地からの農薬
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カウアイ島の医者

と住民は、ワイミア

での「集団がん」

（800 の近隣地域で起

こった 37 事例）に注

目しています。これ

は、州全体のがん発

生率の 10 倍だと言わ

れています。 

 

ドリフトが関与していました。一方、学校での農薬使用が関係している事例もありま

した（Alarcon et al. 2005）。 

 
農薬は、より深刻な健康被害の原因になる可能性があります。カウアイ島の小児科医

であるジェームズ・ラエルソン博士と同僚のチャットクプト博士は、過去 7 年間で、

カウアイ島における心臓奇形などの稀な先天的欠損症の発生率が異常に高く、国のお

よそ 10 倍であることに注意を呼びかけています（Raelson 2013）。彼らはまた、ハワ

イが 2005 年以降、先天的欠損症の監視をしてこなかったことに注目しており、原因を

明らかにするために、米国疾病管理センターとハワイ保健省による公正な疫学的調査

を要求しました。カウアイ島の医者と住民はまた、ワイミアでの「集団がん」（800 の

近隣地域で起こった 37 事例）に注目しています。これは、州全体のがん発生率の 10

倍だと言われています。ハワイ保健省によるわずか 1 ページの報告はカウアイ島での

集団がんの存在を否定していますが、その筆者は自らの分析が確定的なものではない

と認めており、伝えられるところによると「私がそこで生活していたら心配になるだ

と う 」 と 述 べ て い た そ う で す （ Skolnick 2013 ） 。

 
これらの区画（ピンクで表示）はホノルル、マウイ、カウアイ郡不動産調査部門のウェブサイトで確認できる RUP使用

者を示しています。学校は、赤色、緑色、黄色の旗でマークしており、0.5マイルまたは 1マイルの緩衝地帯は青色のサ

ークルで示しています。療養所はオレンジ色の星でマークしており、0.5マイルまたは 1マイルの緩衝地帯はオレンジ色

のサークルで示しています。学校と居住区は、農業化学物質の作業場に危険なほど近接しています。 

 [GIS 地図: アドリアン・ラミレス] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

療養所 

療養所緩衝地帯（5マイル） 

療養所緩衝地帯（1マイル） 

幼稚園 

私立学校 

公立学校 

学校緩衝地帯（5 マイル） 

学校緩衝地帯（1 マイル） 

既知の RUP使用者 
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療養所 

療養所緩衝地帯（5マイル） 

療養所緩衝地帯（1マイル） 

幼稚園 

私立学校 

公立学校 

学校緩衝地帯（5 マイル） 

学校緩衝地帯（1 マイル） 

既知の RUP使用者 

 

療養所 

療養所緩衝地帯（5マイル） 

療養所緩衝地帯（1マイル） 

幼稚園 

私立学校 

公立学校 

学校緩衝地帯（5 マイル） 

学校緩衝地帯（1 マイル） 

既知の RUP使用者 
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2008 年の事例では、

60 人の子供と少なくと

も 2 人の先生が、頭痛、

めまい、吐き気、嘔吐

を経験しました。また

10 人以上の子供が緊急

処置室で治療を受け、

何人かは呼吸困難のた

め吸入器を使用し、1

人は抗嘔吐薬を注射さ

れました。 

 

 

農薬にさらされることによる健康への影響 

農薬には、人々の健康に、しばしば予想外の悪影響を与えてきた長い歴史があります。人々

は食物と水に含まれる一定量の農薬にさらされています。農業労働者は、散布時の皮膚接触

や吸入を通じて農薬を摂取しています。農薬ドリフトもまた、主要な農薬曝露の経路の一つ

なのです（Goldman et al. 2009）。一般的には、農家、農業労働者、妊婦、子供に最も大き

な危険性があります。農家は一般の人より多く農薬にさらされます。妊婦と子供は、大人よ

りも農薬の害による影響に脆弱です。農薬は、吐き気、めまい、嘔吐、頭痛、腹痛、筋肉痛、

皮膚または目の刺激などの急性の健康問題を引き起こします（AAP 2012, Owens and Feldman 

2004）。そして後述するように、長期的な影響もあるのです。 

 
農家と農業労働者へのリスク 

がん: アメリカのがん発症率は 1950 年以降、農薬など工業用化学物質の使用の急激な

増加に比例して、ほぼ倍増しました（Clapp et al. 2006）。農業用化学物質の使用とが

ん死亡の関係性は、1,497 のアメリカの地方の郡で明らかになってきました(Steingraber 

2010)。国立がん研究所の研究者は、アメリカ（およびほかの国）の農家は、たとえが

ん全般が少なく健康であるとしても、特定のがん（白血病、非ホジキンリンパ種、多

発性骨髄腫、脳がん含む）は通常の人々よりも高い確率で発症することを発見しまし

た（Blair and Zahm 1995）。 

 
これらの発見によって、潜在的な原因、特に農薬への曝露に関する多くの調査が行われ

ることになりました。非ホジキンリンパ腫（NHL）は、発病者の 30％が死に至る、免疫

系の恐ろしいがんです。多くの研究が 2.4-Dのようなクロロフェノキシ農薬（Zahm et al. 

1990, Cantor et al. 1992, Blair and Zahm 1995, Mills et al. 2005）、ジカンバ除草剤（Cantor et 

al. 1992, McDuffie et al. 2001）、グリホサート（Hardell et al. 2002, De Roos et al. 
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2003, Schinasi and Leon 2014）、有機リン

殺虫剤（Schinasi and Leon 2014 のレビュー

）への曝露と NHL の発病を関連付けていま

す。画期的な裁定の中で、世界保健機関の国

際がん研究チームは近年、グリホサートはヒ

ト発がん性物質であると判定しました

（Guyton et al. 2015）。これは主要な有機リ

ン除草剤であり、最も頻繁にカウアイ島で使

用される農薬です（図 5）。 

 

 
このような結果は、有毒な除草剤に抵抗性をもつ GE 作物（上記参照）に除草剤を多用

することと、それらが空中に漂いやすいことを考えると、一層影響が懸念されます

（AAPCO 1999, 2005）。イミダゾリソン系除草剤への曝露は、農業健康調査（Koutros 

et al. 2009）で膀胱がんおよび大腸がんと強い関連性がありました。BASF社は、ハワイ

でイミダゾリソン抵抗性をもつトウモロコシと大豆の実地試験を実施しています。有

機リン殺虫剤であるクロルピリホスへの曝露は肺がん（Lee et al. 2004）、結腸直腸がん

（Lee et al. 2007）、非ホジキンリンパ種（Schinasi and Leon 2014）と関連がありました。 

 
パーキンソン病: いくつかの主要なメタ解析 10 は農薬とパーキンソン病の強い相関

を示しました。例えば、Priyadarshiら（2000）は 1989 年から 1999 年に公表された 19の

研究を調査して、その多くが農薬への曝露がパーキンソン病の発病率を高めると報告

していることを明らかにしました。Brown ら（2006）は「除草剤や殺虫剤にさらされる

ことと長期間さらされることの最も強い作用」について同じような発見をしました。

van den Mark ら（2012）のレビューも、同じ結論でした。パーキンソン病に関係性のあ

る特定の農薬の中には、パラコートとロテノン（Tanner et al. 2011）、クロロフェノキシ

除草剤（Brighina et al. 2008, Elbaz et al. 2009）、2.4-D（Tanner et al. 2009）などがあります。 

 
パラコートはカウアイ島で最も多く使われる RUP の一つです（図 6）。パーキンソン病

との関連に加えて、それは最も急性中毒性のある農薬の一つで、EU や主な製造者である

シンジェンタ社の本社のあるスイスなど 32 か国で使用が禁止されています（Watts 

2011）。パラコートは、過失による中毒と自殺の両方の、何千もの死に対して責任があ

ります（Watts 2011）。ティースプーンわずか 1 杯の濃縮物を摂取してしまうと致死性

がある一方、パラコートは肺に対して非常に強い毒性があり、吸引時の有毒性は 1000 倍

になります（Ames et al. 1993）。ケンタッキー州の政府に雇われた農業顧問であるゴー

ドン・ジョンソンは、パラコートは空中を漂って何マイルも遠くにいくと報告していま

す（Johnson 2008）。パラコートのドリフトは、カリフォルニアの小さな 

 

人々は食物と水に含ま

れる一定量の農薬にさ

らされています。農業

労働者は、散布時の皮

膚接触や吸入を通じて

農薬を摂取しています。

農薬ドリフトもまた、

主要な農薬曝露の経路

の一つなのです。 
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. たくさんの農薬

にさらされること

は頭痛やめまいの

ような急性の神経

的な症状を引き起

こしますが、最近

の多くの研究は、

人生の早い段階

（特に子宮内）で

長期間、低いレベ

ルの有機リン殺虫

剤（OPs）にさら

されることは、子

供の神経の発達に

深刻な悪影響を与

えることを示して

います。 

農業共同体の中の多数の人々に被害をもたらし、呼吸困難、吐き気、下痢などの症状

を誘発しました（Ames et al. 1993）。 

 
うつ病: またいくつかの研究によって、農薬への曝露とうつ病の間に有意な相関があること

が明らかになりました（Bienkowski 2014 のレビュー, Beard et al. 2014 も参照）。多く農

薬にさらされてきた農家と農薬中毒を報告した人々の両方で、高い確率で医学的にうつ病が

診断されました（Beseler et al. 2008, Beseler and Stallones 2008）。フランスにおける研究

は、除草剤にさらされた農業労働者のうつ病発生率がほぼ倍増しており、長期間の曝露には

より大きな危険性があることを明らかにしました（Weisskopf et al. 2013）。これらの研究

結果の多くが意味することは、急性中毒症状が慢性的で長期的な精神的問題を引き起こす可

能性があるということです。 

 
内分泌撹乱: 農薬によって、私たちのホルモン系や内分泌系が混乱することもあります。

ハワイでよく使用される使用制限付除草剤のアトラジンは、きわめて低濃度で雄のカエルを

雌化させました。これは化学去勢と言われているものです（Hayes et al. 2011）。人間のホ

ルモン系は両生類と似ているので、この発見はアトラジンが人体にも危険性をもつ可能性を

示唆しています。アトラジンについては、さらに後で言及しています。 

 
子供たちへのリスク 

大人より若者のほうが農薬の有害な影響を受けやすい理由は、多く示されています（

National Research Council 1993, Roberts and Karr 2012）。第一に、乳幼児や子供は体重に

比して大人より多くの食物と水を消費し、呼吸数も多いために、より多く農薬にさらされ

ているといえます。第二に、子供は手を口に運ぶことが多いので、ほこりや塵に含まれる

残留農薬にさらされる機会が多くなります。第三に、子供の生理システムは未熟で発展途

上であるために、病原性混乱、特に神経学的影響とがんに対して脆弱なのです（NRDC 

1997）。妊婦が農薬にさらされると農薬が胎児の発育に対する強いかく乱物質となる可能

性があります。これは胎児が子宮内で農薬にさらされることによって生涯にわたる影響を

受けることを意味しており、特に危険です。 

 
米国小児科学会（AAP）は、近年、「農薬にさらされる子供たち」という重要なレポー

トを公表しました。これは 195の医学研究を概観したものです（Roberts and Karr 2012）。

彼らは、農薬にさらされることが 4 種類の病気と強い関連性を持つことを明らかにして

います。 

 

1) 小児がん。特に白血病と脳腫瘍； 

2) 神経行動障害と認知障害。IQ低下と注意欠陥・多動性障害など； 
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クロロピリホスはカウ

アイ島で最もよく散布

されている RU 殺虫剤

です。デュポンパイオ

ニア社単独で、4 日に 1

日 OP をカウアイ島に散

布しています。ワイミ

ア学校で空気の検査を

すると、常にクロロピ

リホスが検出されまし

た。 

 

 

3) 出生時異常。早産、低い出生体重、先天異常など； 

4) ぜんそく 

AAPの包括的報告を参考に、以下でこれらの影響について簡潔に考えていきます。 

 
小児がん 

6 つの近年の症例対照法研究のうち 5 つが、農薬曝露と白血病の有意な相関を示しました

（Roberts and Karr 2012）。妊娠前から妊娠中に母親が農薬にさらされることは、主要な危

険因子です。除草剤と殺虫剤のどちらかを妊婦が使用することは、小児白血病の危険性をほ

ぼ倍増させることと関連があります（Infante-Rivard et al. 1999）。メタ解析（Wigle et al. 

2009）と農薬にさらされた親に関するコスタリカにおける研究（Monge et al. 2007）は同様

の結果を示しています。 

 
「両親が仕事で農薬にさらされることと子供の脳腫瘍」と題された質の高い研究は、

321 の事例を取り扱っており、妊娠前または妊娠中に母親が殺虫剤にさらされると子供

の星状細胞腫（脳腫瘍の一種）の危険性を 90％増加させることを示し、父親がさらさ

れた場合でも危険性が高くなる傾向がありました（van Wijngaarden et al. 2003）。 

 
神経行動障害と認知障害 

多くの農薬にさらされると頭痛やめまいのような急性神経症状を引き起こします

が、最近の研究の多くは、人生の早い段階（特に子宮内）で長期間、低レベルの

有機リン殺虫剤（OP）にさらされると子供の神経の発達に深刻な悪影響を与え

るという、議論の余地のない事例を示しています。国立衛生研究所と EPA は、

この件に関わる 3 つの大規模な研究を支援しています。2 つは都市における研究、 
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クロロピリホスはカウ

アイ島で最もよく散布

されている RU 殺虫剤

です。デュポンパイオ

ニア社単独で、4 日に

1 日 OP をカウアイ島

に散布しています。ワ

イミア学校で空気の検

査をすると、常にクロ

ロピリホスが検出され

ました。 

1 つは地方のコミュニティにおける研究です

（Roberts and Karr 2012）。女性たちが、妊娠

中に登録され、OP への曝露が注意深く測定

されました。その後何年か、その子供たちの

神経の発達状態が調査されました。2～4 歳の

時点で、出生前に多く OP にさらされていた

子供は「精神的発達が非常に悪い」、「広汎

性発達障害」、1 グループでは「注意欠陥・

多動性障害のスコア増加」と関係性がありま

した 

（Rauh et al. 2006, Eskenazi et al. 2007）。7歳の時点で、子宮内で OPにより多くさらされて

いた子供は、3グループすべてで IQスコアが低いという結果になりました（Rauh et al. 2011, 

Bouchard et al. 2011, Engel et al. 2011）。Bouchard ら（2010）は、より多く OPにさらされ

ていた証拠である、尿内の OP 分解生成物が高いレベルを有していた 8～15 歳で、注意欠

陥・多動性障害の発生率が高いことを、同様に明らかにしました。 

 
このような調査結果は、ハワイの種トウモロコシの作業でクロロピリホスを多用する

ことを考えると、それが空中を漂っていく傾向があることと合わせて、より懸念を深

めます。クロロピリホスはカウアイ島で最もよく散布されている RU 殺虫剤です（図

6）。デュポンパイオニア社単独で、4 日に 1 日 OP をカウアイ島に散布しています（図

5）。カリフォルニアとワシントンの空気検査によって、いくつかの場合で、健康制限

を超えたクロロピリホスの量が検出されました（Goldman et al. 2009）。そしてクロロピリ

ホスは、カリフォルニアで、農薬ドリフトに関連した農薬による有毒症状で、最も多く

原因とされた殺虫剤の一つです（CA PISP 1992-2011）。ワイミア学校で空気の検査をする

と、常にクロロピリホスが検出されました（Li et al. 2013）。このような多方面からの証拠

に基づいて考えると、クロロピリホスのドリフトは、どう考えても、GE 種トウモロコ

シ農地付近に住むハワイの人々の精神的健康に悪影響を与えているのです。 

 

 
出生時異常 

ミネソタの 2 つの研究は、父親がクロロフェノキシ系除草剤（2.4-D など）と殺菌剤が

最も多く使用される州に住み、農薬を使用している場合、その子供に先天的欠損症が

多く発現していることを明らかにしました。これらの研究は、季節的な差異も示して

います。除草剤が最も使用される季節である春に妊娠した子供には、最も先天的欠損

症が多いのです（Garry et al. 1996, Garry et al. 2002）。Robertsと Karr (2012)がさらに行

った 6 つの研究によって、農薬にさらされた母親の子供は先天的欠損症の危険性がさ

らに高いことが明らかになりました。そのうち 3 つの研究では統計的に有意な差が示

されました。 
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ニューヨークで実施された妊婦の研

究では、クロロピリホスへの曝露と

出生時体重、身長の低さの関連性が示

されました (Perara et al. 2003)。Wolff

ら（2007）はまた、妊娠中に OP にさ

らされた母親から生まれた子供は、

OP 解毒能力の減少という変異をもつ

子供だけが出生体重が減ることを発見

しました。別の研究は、子宮内で OP

にさらされることと、妊娠期間が短く 

なることの関連性を明らかにしました（Eskenazi et al. 2004）。出生前にアトラジンに

さらされることは、胎児の発育の抑制と関連付けられてきました（Chevrier et al. 2011）。

そしてトリアジン（アトラジンなど）のようなクロロフェノキシ系除草剤などの除草剤

にさらされることは、自然流産と関連していました（Arbuckle et al. 1999, 2001）。これ

らの農薬はすべてハワイの種トウモロコシ作業で多く使用されているのです。 

 
ぜんそく 

世界のぜんそく患者は 3 億人と推計され、毎年 25 万人の死因となっています（Strina et al. 

2014）。ぜんそくの特徴は、胸部緊張、ぜん鳴、せきなど断続的に起こる呼吸不全です。子

供のぜんそくと農薬の研究はほとんど行われていませんでしたが、一部の研究結果は重大な

懸念を引き起こします。例えば、南カリフォルニアで行われた研究の中では、生まれて 1 年

目に除草剤や殺虫剤にさらされることは、5 歳未満でぜんそくと診断されることと強い関連

性がありました。除草剤にさらされていると 4 倍以上、殺虫剤にさらされていると 2 倍以上

に危険性が高くなっていました（Salam et al. 2004）。大人についての調査でも同様の結果が

得られました。農家はぜんそくなど呼吸器疾患の危険性が高く（Hoppin 2002）、有機リン酸

殺虫剤、カーバメイト殺虫剤にさらされることは、カナダの農家で起こるぜんそくと関連性

がありました（Senthilselvan et al. 1992）。Hoppin ら（2002）は、クロロピリホス、パラチ

オン、マラチオンのような OP 殺虫剤と同様に、アトラジン、アラクロール、パラコートの

ような除草剤にさらされている農家にはぜん鳴が多く発生していることを明らかにしました。

このような調査結果は、カウアイ島の医者が、西側居住者が呼吸困難の症状に頻繁に悩まさ

れているという証言をしていることを考えると、さらに重みが増します。 

 
農薬ドリフトに関連する健康被害 

農薬が散布される農地の近くに住む人々の病気の危険性が高いことを示す研究が蓄積されて

います。Costello ら（2009）は、家から 500 メートル以内でパラコートやマネブにさらされ

るとパーキンソン病にかかるリスクは 75％増加し、60 歳以下ではさらに高いことを明らかに

しました。Robertsら（2007）は、妊娠初期に有機塩素系殺虫剤が散布される農地の 

 

 

 

妊娠初期に有機塩素系

殺虫剤が散布される農

地の 500 メートル以内

に住む妊婦は、そのよ

うな農地の近くに住ん

でいない母親よりも、

自閉症スペクトラム障

害をもつ子供を産む危

険性が 6 倍高いのです。 
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人々が一つの農薬

に（急に）さらされる

ことによる害に永久に

苦しむことはないとよ

く言われますが、調査

結果はそれが間違いで

あることを証明してい

ます。 

 

500 メートル以内に住む妊婦は、そのような農地の近くに住んでいない母親よりも、自閉症ス

ペクトラム障害をもつ子供を産む危険性が 6 倍高いことを明らかにしました。Shelton ら

（2014）は、妊娠中に有機リン殺虫剤を散布している農地の近くに住んでいた妊婦の子供の自

閉症スペクトラム障害（ASD）が 60％増加すること、妊娠の第 2 三半期であった場合

はより危険性が高いことを明らかにしています。同様に、ASD と発育遅延の危険性の増

加が、妊娠前または第 3 三半期にピレスロイド殺虫剤を散布した農地の近くに住んでい

た妊婦の子供で報告されています。カーバメイト散布を行う農地のそばに住むことも、

発育遅延と関連性がありました。このカリフォルニアの研究で報告されているほとんど

の殺虫剤（クロロピリホス、ピレスロイドペルメトリン、ランブダ-シハロトリン、シペ

ルメトリン、エスフェンバレレート、メソミル）はカウアイ島で使用されており、他の

島々でも使用されているようです（図 5、図 6、表 2）。 

 
農薬への急性曝露は長期的な被害を引き起こすことが 

ある 

上記で報告した通り、ハワイの学校に通う子供のすべての症状は、農薬ドリフトによっ

て引き起こされるような典型的症状（頭痛、めまい、呼吸困難、吐き気、嘔吐、衰弱、

胸の痛み、疲労、発疹、目の病気）です（Owen and Feldman 2004, CA PISP 1992-2011）。

一つの農薬に（急に）さらされても害が永久に続くことはないとよく言われますが、調

査結果はそれが間違いであることを証明しています。例えば、多くの研究によれば、長

期うつ病の発生率の増加（Stallones and Beseler 2002, Beseler and Stallones 2008 など）、認

識機能の低下（Rosenstock et al. 1991）、神経筋制御の低下（Kofman et al. 2006）が有毒

な農薬への急性曝露によっておこることは明らかです。つまり、子供も大人も、農薬に

短時間さらされた影響からは完全に回復しているようにみえるかもしれませんが、一生

続くかもしれない慢性的な病気になる場合もあるということを意味しています。 

 
食物や水の中の農業用化学物質への曝露 

ドリフトを通じて農薬にさらされることについて考える時は、食物や水など他の経路に

ついても合わせて考えなければなりません。地上水（小川、河川、湖など）と地下水

（井戸水など）の両方が通常、農業用化学物質に汚染されています。上述したように、

トウモロコシに多量の窒素肥料を使用すると、飲料水は硝酸塩で汚染されるかもしれな

いのです（Brewbaker 2003, Charles 2015）。アメリカ地質調査所（USGS）は、国の水域

の汚染を測定しています。1990 年代には、USGS による調査で、年間の 90％以上の日数

で、採取した河川水に 1 種以上の農薬もしくはその分解生成物が含まれていることが分

かりました。つまり、採取した 83 の農業用河川の約 10％で、1 種以上の農薬の平均年

間濃度が健康基準を超過していたということです。地下水（井戸水）の農薬濃度も、健

康基準を超過していることがあります（Gilliom et al. 2006）。アトラジンは、小川と飲

料水で最もよく検出される農薬汚染物質の一つです（Wu et al. 2010）。測定データから

は、3,300万人の 
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アメリカ人が水道水のアトラジンにさら

されていると推定されます（ Duhigg 

2008）。ハワイの保健当局と農業当局が最

近試験した 24 の流域と小川の 80％で

（Grange 2014）、USGS がオアフ島の以前

の調査で試験したサンプルの 90％で、ア

トラジンが検出されました（Anthony et al. 

2004）。 

 

農薬にさらされるもう一つの主要経路は、作物への直接的または間接的な散布による残留農

薬です。有機栽培作物の残留農薬の方が通常栽培作物よりもかなり少ないです（Baker et al. 

2002）。Lu ら（2008）は、食事中の通常栽培の生鮮野菜、果物を有機栽培のものに変える

と、都市または郊外の子供の尿から有機リン殺虫剤（OP）の分解生成物がほとんど消えるこ

とを示しています。このことから、都市または郊外の子供にとって、食事は OP にさらされ

る主要経路であることが分かります。農薬散布によるドリフトと同様に食事を通じて OP に

さらされる子供は、度重なる農薬への暴露によって健康に大きな影響を受けます。上述した

ように、OP は乳幼児や子供に深刻な神経行動障害や認知障害を引き起こすことが分かってい

ます。 

 
米国会計検査院（GAO）の近年の調査では、食品医薬品局（FDA）の残留農薬検査の

対象となる農産物の割合は、これまでより少ないことが明らかになりました（GAO 

2014）。FDA の検査はサンプル数が少ないので、アメリカの食品供給における残留農

薬違反の頻度や規模を推定できません。FDA は、最もよく使用されている農薬 25 種の

うち 6 種（グリホサート、2.4-D、メチルブロマイド、パラコートなど）が規定許容値
11 であるかどうかについて、農産物を検査しません。GAO による報告は、アメリカ人

は、アメリカの食品供給における過剰な残留農薬から私たちを守る国の食品安全庁の

機能が信頼できないことを物語っています。 

 
ハワイで使用される農業用化学物質が環境にもたらす 

影響 

RUP は、ハワイの人々の健康にもたらす恐ろしい脅威に加えて、地球上ここでしか見

られない約 9,500 種が生息する、ハワイ固有の生物多様性環境を脅かします（Evenhuis 

and Eldredge 2002）。ハワイは生物多様性のホットスポットと考えられている一方で、

「世界の絶滅危機種の中心」とも名づけられています（Scheuer and Clark 2001）。ハワ

イ諸島はアメリカの面積の 0.2％にすぎませんが、国の絶滅危機種の 3 分の 1 以上が生

息しています（Holt 2001）。アメリカの絶滅種リストのおよそ 75％はハワイで起きて

おり、ハワイ諸島の 437 種は絶滅危機または絶滅のおそれのある種としてリストに名

を連ねています（USFWS 2012）。 

 

アトラジンは、ハワイの

保健当局と農業当局によ

って最近試験された 24

の流域と小川のうちの

80％で、オアフ島で

USGS による初期の調査

で試験されたサンプルの

90％で、検出されました。 
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ハワイは生物多様性のホ

ットスポットと考えられ

ている一方で、「世界の

絶滅危機種の中心」とも

名づけられています。ハ

ワイ諸島はアメリカの面

積の 0.2％にすぎません

が、国の絶滅危機種の 3

分の 1 以上が生息してい

ます。 

 

 
 

以下では、ハワイの種トウモロコシ作業でよく使用されるいくつかの農薬が環境への悪

影響に関係していることを示していきます。ハワイ事情に特有の情報や研究についても、

利用できるところでは議論したいと思います。 

 
アトラジン 上述したように、アトラジンはカウアイ島で最も使用されている RUP

であり(図 6)、ハワイの地上水の農薬汚染の原因として最も頻繁に検出された物質です。

アトラジンはサンゴに有毒で（Jones et al. 2003）、その流出がカウアイ島の北岸のサン

ゴ礁の減少の一因ではないかと言われてきました（D’Angelo 2013）。アトラジンはま

た、自然の中で見つかるような低濃度でも、両生類にとっては非常に有毒です。例え

ば、0.1ppb の低濃度のアトラジンによって、雄のオタマジャクシは雌雄両性の特徴

（雄と雌の複数の生殖腺）を備えて成長します。わずか 1.0ppb で咽頭が小さくなり、

野生への適応が難しくなりました（Hayes et al. 2002）。少量のアトラジンに暴露すると

魚類や両生類の免疫系は常に抑制され、病原体や寄生虫に感染する素因となるのです

（Rohr and McCoy 2010）。アトラジンは植物を枯死させ、生息環境を悪化させるため、

水生生物にも間接的に害を与える可能性があります（EPA 2006）。 

 
クロルピリホス クロルピリホスは、これまでに最もよくカウアイ島で使用されて

いる、有機リン系の使用制限付殺虫剤です（図 6）。鳥類、水生無脊椎動物、淡水魚、

河口の海洋生物、ミツバチにとって非常に有毒です（NPIC 2009）。他の農薬と同様に、

クロルピリホスは雨によって空気から溶けだし、水域を汚染していきます。2001 年、

アメリカ地質調査所は、カリフォルニアの河川と「有毒な雨」からのほとんどのサン

プルで、水生生物の生態系を保護するための州のガイドラインのレベルを超えるクロ

ルピリホスが見つかったと報告しました（USGS 2003）。 
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クロルピリホスは、陸上でも脅威となります。

環境で検出される量によって、ミツバチの成

虫と幼虫の相当数が死傷することが示されて

いるのです（Williamson et al. 2013）。クロル

ピリホスなどの農薬については、現在、絶滅

危機種への影響が再調査されています

（USFWS 2014）。 
 

合成ピレスロイド 合成ピレスロイドは

キクの抽出物（除虫菊）に由来する神経毒の

殺虫剤の一種で、環境の中で化学的に変化し

てより強力に、より持続性をもつようになり

ます（BP ピレスロイド）。少なくとも 7 種

類（ペルメトリン、テフルトリン、エスフェ 

ンバレレート、ラムダ-シハロトリン、ゼータ-シペルメトリン、ベータ-シフルトリン、

ビフェントリン）が、ハワイの種トウモロコシ作業で使用されています。農薬の中で二

番目に最もよく使用されています（図 5）。一般的には、人体に対する急性の毒性は有

機リン殺虫剤より少ないものの、いくつかのピレスロイドのラベルには、吸引による死

の危険性や摂取による害が記載されています。 
 

ペルメトリン、ゼータ-シペルメトリン、ビフェントリンには発がん性があります（BP

ピレスロイド）。乳幼児は解毒能力が低いので、ピレスロイドの影響を受けやすいです。

また、敏感な人に対しては、呼吸や皮膚のアレルギーを引き起こします（BP ピレスロ

イド）。魚類、水生無脊椎動物、カキ、ロブスター、エビにとって非常に有毒で、2ppt

～1ppb の濃度で死に至る可能性があります（BP ピレスロイド, Weston and and Lydy 

2010）。ミツバチに対しても非常に有毒で、直接暴露した時も、雑草や作物の花に残留

した成分によっても死に至ります。ペルメトリンの登録先であるアメリカの EPA は、

ペルメトリンが「有益な昆虫の数を減少させる可能性がある」と認めています（EPA 

Permethrin 2009）。 
 

ネオニコチノイド ネオニコチノイドは、種子によく使用される神経刺激性殺虫剤です。

生育する実生の中に吸収されて、植物自体が昆虫に対して有毒になります。花粉を媒介

するミツバチなどは、花粉や蜜を採取するときにさらされることになります。アメリカ

のほとんどすべてのトウモロコシの種子にネオニコチノイドが使用されます（Krupke et 

al. 2012）。種トウモロコシの栽培期間にミツバチは多くのネオニコチノイドが付着した

塵にさらされ、ミツバチの大量死が起こりました（Krupke et al. 2012, Stokstad 2013）。

致死量よりも少ないネオニコチノイドにさらされたミツバチには、飛行と方向感覚の障

害、味覚の低下、新しい仕事の学習速度の低下などの問題が生じます。これはすべて探

索能力に影響します（Hopwood et al. 2012）。またネオニコチノイドによって腸内寄生虫

（ノセマ属）などの寄生虫や病原体に感染しやすくなり、ミツバチのコロニーが崩壊す

る原因の一つに挙げられています（Hopwood et al. 2012,  

. クロルピリホスは、鳥

類、水生無脊椎動物、

淡水魚、河口の海洋生

物、ミツバチにとって

非常に有毒です。 
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種トウモロコシの栽培

期間にミツバチは多く

のネオニコチノイドが

付着した塵にさらされ、

ミツバチの大量死が起

こりました。致死量よ

りも少ないネオニコチ

ノイドにさらされたミ

ツバチは、飛行と方向

感覚の障害、味覚の低

下、新しい仕事の学習

速度の低下などの問題

が生じます。これはす

べて探索能力に影響し

ます。 

Di Prisco et al. 2013）。ノゼマ属は、近年のハ

ワイの飼育ミツバチや野生ミツバチの激減の

主な原因の一つです（Edwards-Hunt 2011）。 

 
ネオニコチノイドは、世界中の地上水から水

質ガイドラインを超える濃度で頻繁に検出さ

れています（Morrissey et al. 2015）。主要な

ネオニコチノイドであるイミダクロプリドは

淡水の無脊椎動物に対して非常に有毒です。

ネオニコチノイドで処理された実生を摂取し 

たナメクジが汚染され、それを食べることによってオサムシが死傷します（Douglas et al. 

2014）。鳥類もまた、ネオニコチノイドにさらされることで害を受けます。ネオニコチ

ノイドでコーティングされている 1 粒のトウモロコシの実が鳴鳥を死に至らしめること

があります（Mineau and Palmer 2013）。またエサとなる虫が減少することも、鳥類にと

って害となるようです（Hallemann et al. 2014）。多くの鳥が絶滅の危機に瀕しており、

ハワイの蜜鳥の多くを含む 34 種が、絶滅のおそれのある種としてリストに掲載されて

います（USFWS 2015）。 

 
ハワイの種トウモロコシは、ほぼ間違いなくネオニコチノイドなどの農薬で処理されま

す（Brewbaker 2003）。これは RUP ではないため、カウアイ島の任意の RUP 申告制度

の対象外です。地上水の農薬汚染を監視するハワイの試験的プログラムには、ネオニコ

チノイドは含まれていません。これらの物質に関する試験は、ハワイで使用した時の環

境への影響について信憑性のある評価をするために不可欠です。 

 
複数の農薬の影響 

人間とその他の生物は、多数の農薬にさらされています。それは、単独の農薬にさらさ

れるよりも付加的で相乗的な効果があるために、より有毒です。いくつかの研究は、ク

ロロピリホスのような有機リン殺虫剤は、少量のアトラジンも存在しているとき、水生

無脊椎動物とカエルに対してより有毒であることを示しています（Belden and Lydy 

2000）。ネオニコチノイドとピレスロイドの両方にさらされたマルハナバチのコロニー

は、どちらかに単独でさらされたコロニーよりも、より多くの働きバチを失いました

（Gill et al. 2012）。合成ピレスロイドは、ピレスロイドを破壊する酵素のはたらきを妨

げる物質（ピぺロニルブトキシド）とともに調剤されることが多いため、より有毒なの

です（BP ピレスロイド）。同様に、殺菌剤の中には無毒化酵素を抑制してしまうもの

もあります（Stokstad 2013）。多くの種類の農薬を種トウモロコシ農地で多用すること

は、ハワイの野生生物に対して、毒性を強める付加的で相乗的な効果を及ぼす可能性を

高 め る の で す 。
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被害を防止できない規制 

州法に合わせた郡の規制措置 

は農業が地域にもたらす影響を管理する権限があります。州と連邦機関によ

る保護がないので、ハワイの多くの郡は、住民の健康福祉と自然環境を守る

ために行動を起こしました。カウアイ郡は条令 960 を制定し、情報公開によ

って基本的な透明性を保証することを義務付け、農薬ドリフトと農薬散布 

に対する緩衝地帯を設定するなどの措置を取りました。それに対して化学系企業は、緊急

性が高く、適用範囲を限定した合理的な郡の条令に従うのではなく、訴訟を起こして考

えうる限りの主張をしました。 

 
ハワイの郡の条令 13-121 は、遺伝子汚染やそれに関連する農薬ドリフトなどの遺伝子組

み換え作物の影響から、ハワイの住民や農家、土地、環境を保護してくれます。しかし

ながら、ハワイ郡もまた、化学系企業に訴えられました。そしてハワイの法律はいかな

る GE生物に対するどのような要件についても言及していないにもかかわらず、条令 13-

121 は州法の下で無効であると判定されました。この訴訟は現在、第九巡回裁判所に現

在控訴中です。さらに近年、マウイ郡では遺伝子組み換え作物に対する禁止令が成立 

郡は農業が地域にもた

らす影響を管理する権

限があります。州と連

邦機関による保護がな

いので、ハワイの多く

の郡は、住民の健康福

祉と自然環境を守るた

めに行動を起こしまし

た。 

 

 

 



34     |    

第 III 部:  私たちの未来を守るために  
 

 

 

 

環境保護局（EPA）は

私たちを有害な農薬から

保護してくれると思いた

いものですが、そうでは

ないこともしばしばあり

ます。EPAの規制プロセ

スの根本的な欠点によっ

て、省庁は通常、健康と

環境にとって危険な農薬

製品を承認してしまうの

です。 

 

 

しました。これに対して、化学系企業は再び訴訟を起こし、禁止令の一時停止を要求

しました。 

 
このような対抗措置にもかかわらず、地方裁判所が明確にしていることがあります。郡には、

住民と環境を保護するために農業活動を制限する権限があるということです。立法府は郡に、

HRS § 46-1.5(13)内で健康、生活、資産を保護する権限を与えており、公害に対応する条令を

制定し、施行する権力をも与えています。ハワイには、農業に対する郡の規制を排除する憲

法と法律はありません。どの裁判所も、暗に規制を排除する法律はないという立場をとって

います。さらに、カウアイの訴訟に関する地方裁判所の判決は、連邦法はそのような郡の取

り組みを禁止していないということを明確にしています。GE 作物に対して適用される連邦

農薬法と連邦植物法は、郡による規制を禁止しませんでした。つまり、判決によって、他の

州では、連邦法は郡がカウアイ郡同様に自身を守ること、情報公開と緩衝地帯によって農薬

と GE 作物を規制することを禁止していないという結論が支持されました。 

 
不十分な連邦の農薬規制 

環境保護局（EPA）は私たちを有害な農薬から保護してくれると思いたいものですが、

そうではないこともしばしばあります。EPA の規制プロセスの根本的な欠点によって、

省庁は通常、健康と環境にとって危険な農薬製品を承認してしまうのです（Jacobs and 

Clapp 2008）。この欠点は、以下のようなものです。 

1) 私たちが付加的または相乗効果のある複数の農薬にさらされているという現実にも関

わらず、試験は 1度に 1つの農薬に対して実施されること。 

2) 農薬製剤の中のいわゆる「不活性成分」12 それ自体が有毒である可能性がある、もし

くは活性成分の毒性を増大させる可能性があるとしても、農薬製品の活性成分の観点か

らのみ安全テストを実施していること。 

3) 急性の影響の判定に偏っており、低レベルの農薬に長期的にさらされる影響の検出を

対象としていないこと。 

4) 利害関係のある農薬企業が行った動物実験の結果をほぼそのまま信頼しており、独立性の

ある医学者による、現実的なヒトの疫学研究にほとんど注意が向けられていないこと； 

5) 多数の複雑なラベルの指示が完全に遵守されていると前提にしているが、実際には機

能しておらず守られてないこと。 

 

EPA の規制体制が不十分であることは、市場から排除しなければならないはずの農薬

が長い間「安全」とされており、何千人もの人と環境を害した後にはじめて規制され

ていることから分かります。その中には、プランテーション時代の農薬 DBCP、ヘプ

タクロル（上述の「歴史からの教訓」参照）、つい最近の 2012 年にハワイで使用され

た 2 つの農薬メチルパラチオンとスルフリルフルオライドが含まれます（図 6）。 
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これらの農薬の有毒性は古くから知られているにもかかわらず、今になってようやく

段階的に排除されているのです（EPA Methyl Parathion, EPA Sulfuryl Fluoride 2011）。

EPA が農薬の有毒性を確認した場合でも、何年も継続的に使用されることがあります。

EPA は 2000 年以降、特に子供を守るために全住宅地でのクロルピリホスの使用を段階

的に廃止していますが、地方の子供は危険にさらされたままです（Goldman et al. 

2009）。クロルピリホスはアメリカの農業で最もよく使用される殺虫剤であり（EPA 

2011）、ハワイで最もよく使用される使用制限付殺虫剤です（図 6）。 

 
これらの例や、承認済み農薬の有害性を示した何百もの医学的研究（本報告書でも一部紹

介）は、ハワイの人々と環境を農業化学・種子企業による農薬の多用から保護することに

関して、EPA を信頼できないことを明らかにしています。 

 
農薬ドリフトから子供たちを守る契機 

EPA の規制は、特に農薬ドリフトに対して不十分です。農薬ドリフトを抑制するための要求

事項は守られないことが多々あります。例えば、農薬使用者はラベルの記載を守らず、強風

時に農薬を散布します（AAPCO 2002）。農薬ドリフトに対する規制が不十分であることを

認めて、EPA は 2001 年に、農薬ラベルの改良を提案しました。しかし、その提案はまとめ

られておらず、発効していません（Goldman et al. 2009）。個々の農薬を登録、または再登

録するときにも、EPAは農薬ドリフトを考慮していません。そもそも EPA の農薬ドリフトの

定義自体、使用中に起こるドリフトを考慮するだけで、水蒸気によるドリフトと農薬を運ぶ

塵を無視しているので、不十分なのです。 

 
公益団体と農業労働者のグループは EPA の怠慢に対抗して、農薬ドリフトから子供を

守る規制を確立するように省庁に請願しました（Goldman et al. 2009）。米国小児科学

会の公式な方針陳述は、農薬ドリフトから子供を守るための地域の試みの一つとして、

学校周辺における散布禁止緩衝地帯の設定を挙げています（AAP 2012）。連邦と州政

府の医学者も、「学校周辺における農薬散布禁止緩衝地帯の採用」を支持しています

（Alarcon et al. 2005）。 

 

 

 
承認済み農薬の有害

性を示した何百もの

医学的研究は、ハワ

イの人々と環境を農

業化学・種子企業に

よる農薬の多用から

保護することに関し

て、EPA を信頼でき

ないことを明らかに

しています。 
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連邦の規制当

局は農薬の被害

から市民を守っ

てくれません。

そのため、マウ

イ島、ハワイ島、

カウアイ島など

の多くの州や郡

は自ら対応策を

とって、環境や

人々の健康の影

響への調査を行

い、屋外での GE

実地試験を禁止

し、学校周辺で

散布禁止緩衝地

帯を設置し、農

薬使用の公表と

通知を要求する

ようになりまし

た。 

 

 

カウアイ郡の条令 960 のように、農薬ドリフ

トから子供たちを守るための機運は高まって

います。2004 年には、少なくとも 7 つの州が

学校、病院、公園、遊び場の周辺に散布禁止

緩衝地帯を設定しています（Owens and Feld- 

man 2004）。さらに近年、9 つの州（Hurley 

et al. 2014）と 14 のカリフォルニアの郡

（CPR 2010）が散布禁止緩衝地帯を設定した

ということです。学校付近での農薬使用通知 

を義務づけている州は、2004 年の 8 州から現在では 11 州に増加しています（Owens 

and Feldman 2004, Hurley et al. 2014）。このような政策措置がとられていることは、農

薬ドリフトがもたらす深刻な健康への脅威への認識が高まっていることを示していま

す。 

 
結論 

ハワイは、経済的、生態的、農業的な発展の岐路にさしかかっています。150 年以

上にわたる輸出志向の産品生産（最後の 50 年は農薬が多用されていました）の後、

その土地と食物の制度は極めて不安定です。ハワイは、食料の 88％を輸入する一

方、GE 種子産業は非プランテーション作物の栽培総面積の 72％を占めています。

この土地のほとんどは、1 つ以上の除草剤に抵抗性をもつように遺伝子組み換えさ

れた新しい作物の実地試験のために使用されます。これらの産業的な農業手法は、

人々の健康と健全な環境を脅かします。 

 
州の地域社会はこの臨界点に直面した時、主要な農地で節度を超えて拡大する GE 実地

試験に対抗し始めました。食糧供給における GE 食物の安全性への疑問については、ア

メリカで政治的な議論が交わされてきましたが、ラベル表示などが一般的な問題となっ

ていました。しかし、ハワイでの議論は大きく異なっています。ハワイで GE 実地試験

に使用されている農地と、農薬がこの産業に占めている主要な役割とを合わせて考える

と、GE 種子の開発と試験が地域社会と環境にとって安全かどうか、疑問に思わずには

いられません。 

 
この報告では、地域社会がこの疑問に答えるために必要な、利用可能なデータと文書を調査し

たものです。これらの疑問に対する答えを農家や農薬使用者に求めるよりも、農薬が健康に与

える影響を調査した医学文献に注目することが重要でした。大人では、農薬にさらされること

は、非ホジキンリンパ腫、膀胱がん、大腸がん、パーキンソン病、うつ病、内分泌かく乱と関

連しています。さらに恐ろしいのは、子供や妊婦の農薬への曝露が、小児がん、神経行動障害、

認知障害、出生時異常、ぜんそくと関連していることです。この文書では、その調査結果に対 
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して明確な答えが出ています。農薬にさらされた子供、農業労働者

などの人々の健康は、長期的に脅かされています。農薬はまた、土

や水を汚染し、虫や受粉媒介者に害を与えることによって、自然の

生物多様性と生態系サービスを脅かしています。 

 

GE 種子産業は、ハワイでのかつてない懸念の原因となっていま

す。なぜならこの産業は、新しい除草剤混合物への抵抗性をも

つように遺伝子組み換えされてきた種子の試験と開発を大規模

に進めてきたのであり、また、殺虫剤と殺菌剤を多用する栽培

方法を用いているからです。この産業はハワイ州で急速に拡大し 

てきたため、その潜在的な害から家族と環境を守るための適切な規制制度が欠落しています。

そのため、私たちの郡が行動を起こしたのです。ハワイ州もそれに続かねばなりません。化

学物質は特に仕事や遊びの場に近い場所で使用されているので、人々はどのような化学物質

が使用されているか知る権利があります。医者は患者に対して情報に基づく医学的判断を行

うために、この情報を必要としています。政策立案者は、使用されている農薬が分からなけ

れば、人々の健康と健全な環境を守るための適切な規制を策定できません。 

 
ハワイ州で使用されている農薬の量と使用場所を明確に知り、子供と妊婦が農薬にさら

される機会を減らす必要もあります。住居、学校、病院周辺の緩衝地帯は、農薬にさら

される危険性を減少させるささやかな最初のステップです。こうしたことについて、ハ

ワイ州で農薬と遺伝子組み換えの問題に取り組む地域社会のメンバーは懸念しています。

同時に私たちは、ハワイの農業システムがこの島の現在および次世代の健康と福祉を促

進するようにできるのです。 

 

 

 

 

 

 
 

 

農薬にさらされた子供、

農業労働者などの人々の

健康は、長期的に脅かさ

れています。農薬はまた、

土や水を汚染し、虫や受

粉媒介者に害を与えるこ

とによって、自然の生物

多様性と生態系サービス

を脅かしています。 

 

 

 

 

 
 

 

巻末の注 
 

1 モンサント社、デュポンパイオニア社、ダウケミカル社、シンジェンタ社、BASF社 

2 これらの企業は現在、世界の農業化学薬品と種子の売上合計の 3分の 2を占めており

（ETC 2011）、この報告では、農業化学薬品企業、農薬企業、種子企業と様々な名称

でこれらの企業に言及しています。 

3 また農業化学・種子企業や不適切な命名規則に従う人々によって誤って「除

草剤耐性」と呼ばれることもあります。米国雑草研究学会は 1998 年、そのよう

な GE 作物を「除草剤抵抗性」と明確に定義しました（WSSA 1998）。 

4 一つの許可が、いくつかの種類の形質を試験している農地を含むことが多いことに注意

が必要です。 

5 多くの個々の許可は、1つ以上の除草剤抵抗性の形質の試験を認可していることに注意

してください。例えば、一つが除草剤認定されても、もう一つは CBI として隠されている

のです。 

6 この非公式な使用では、農薬は殺虫剤と殺菌剤のみを表しており、除草剤は含まれてい

ません。 

7 「活性成分」は害虫を死に至らしめる農薬製剤の構成物質です。農薬製剤の中には多くの他の成分

も含まれています（いくつかは企業秘密として隠されています）。活性成分が一般的に最も有毒な構

成物質である一方、農薬製剤に含まれる他の成分（例えば界面活性剤）も同様に有害である可能性が

あります。 

8   40 CFR Part 152.170「認定使用者の使用制限基準」を参照してください。 

9   ヘプタクロルはパイナップル産業で使用されていました。ヘプタクロルに汚染されたパイナッ

プルの葉は、乳牛にエサとして与えられていました。 

10 メタ解析とは、言わば「研究の研究」です。特定の病気の結果に関する複数の研究結果を調

査して、1つの研究よりも信頼度の高い判定をすることができます。 

11 耐性は、法的に強制可能な最大許容残留農薬です。 

12 EPAが使用する「不活性」とは目標としている害虫への無毒性を意味しています。人々と環

境への成分の毒性については何も言及されていません。 
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